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その場年代計測装置による月惑星年代学探査
Lunar and Planetary chronological missions based on the in-situ geochronology instru-
ments
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日本における今後の月惑星探査を力強く推進するためには，一連の探査計画において共通の柱となる理学目標の設定
が必須であることは言うまでもない．惑星科学が目指す一つのゴールは，太陽系で起こったとされる様々なイベントの有
無と相互の因果関係を解明し，太陽系形成から現在に至る歴史を滑らかにつなぐことである．このような観点から我々
は月惑星年代学を柱として，太陽系進化史の解明を目指したその場年代測定機器を用いた探査計画を提案する．
本提案は月面着陸による地質・物質科学調査、その場 K-Ar 年代測定にもとづいて月面の重要地域の年代決定を行うも

のである．探査候補地域はコペルニクスなどの若いクレータのフロア、または嵐の大洋にある若い溶岩流領域とする．こ
れらの地域の形成年代と既存のリモートセンシングデータから計測されるクレータ統計情報と組み合わせることにより、
過去 38億年に及ぶ太陽系内側の天体衝突史の理解が完成する．それにより、(1)地球近傍天体の供給過程、ソース規模
の時間変化の制約、(2)地球型惑星表面の年代決定手法（クレータ年代学）の確立と地質進化履歴復元の高精度化が達成
される．
本探査で獲得されるその場年代決定技術や月面移動地質調査技術、地質学・年代学的知見は、将来の月面サンプルリ

ターン計画や火星探査計画に継承されるべきものである．
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